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本学事務職員初、科学研究費助成事業に採択
～社会人教育における理論と生成AIを融合した二層的DX人材育成モデルの開発と効果検証～

生成AIと理論と人材育成



科学研究費助成事業（科研費）
文部科学省と日本学術振興会による学術研究を支援するための助成金事業で人文学、社会科学から
自然科学まで、あらゆる分野における基礎的・先駆的な研究を幅広くサポートするもの。

科研費（奨励研究）
教育・研究機関や企業等に所属する者で、学術の振興に寄与する研究を行っている者が一人で行う
研究を支援する助成事業。

三重大学では初事例
研究目的のため、事務職員が採択されることは全国的に稀であり、三重大学では初である。
受賞者：財務部財務管理チーム 調達室長 池田 真樹（生成AI活用検証イニシアチブ 副リーダー）

研究の概要
社会人の学び（リカレント教育）において、最新の生成AI技術と学術的な理論を活用することによる、
新たなDX推進人材育成モデルの開発/検証を目指しており、将来的には地域のDX人材の育成にも活
用していきたい。



研究テーマ

DX（デジタル・トランスフォーメーション）
企業が外部エコシステム（顧客、市場）の劇的な変化に対応しつつ、内部エコシステム（組織、文化、従業員）
の変革を牽引しながら、第3のプラットフォーム（クラウド、モビリティ、ビッグデータ/アナリティクス、ソー
シャル技術）を利用して、新しい製品やサービス、新しいビジネスモデルを通して、ネットとリアルの両面での

顧客エクスペリエンスの変革を図ることで価値を創出し、競争上の優位性を確立すること。
【出典：総務省 https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r03/html/nd112210.html 】

生成AI
文章、画像、プログラム等を生成できるAIモデルにもとづくAIの総称を指す。
【出典：総務省・経済産業省 https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/pdf/20260331_1.pdf 】

コンピュータがまるで人間のように、新しいものを作り出すことができる技術 のことです。例えば、話を作っ
たり、絵を描いたり、音楽を作ったりすることができます。
【出典：総務省 https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/special/generativeai/ 】

本研究における主な理論
デザイン思考、ジョブ理論、メタ思考、イノベーション理論などの学術的な内容を主な対象とします。
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社会人教育における理論と生成AIを融合した二層的DX人材育成モデルの開発と効果検証

企業・公的機関等に共通の課題を「生成AI」とデザイン思考等の「理論」を通じた行動変容を研究する

変革を阻む「共通」の壁の特定 変革のための「学び/体制」

理論

生成AI

上司DX推進者

正確性のために
保守的になりや
すい

新規開発部門 管理部門

新しい発想が必
要なのに打破で
きない

課題抽出/俯瞰的視点/共感/
失敗を許容する文化の欠如/
DX推進人材不足/採用難

企業・公的機関等に共通の課題

様々な部門をもつ大学組織
300人規模の事務スタッフ
を対象として実践的に検証

実業務、デジタルツール（生成AI等）、
デザイン思考等の理論に基づく業務改
革マインドセットに対する人材育成

担当者層と上司層の二層に効果的な
理論に基づく人材育成

・・・・・・



デジタルツールの効果に気づく（Forms＆Power
Automate、RPA、SharePoint、ExcelVBA、Google
Apps Script、WordPress、生成AI等を活用）

ツールに加え、

「RPA推進室」、「業務運営DX作業部会エキスパー
ト部会員」、「生成AI活用検証イニチアチブ」などに
兼務指示を受けて、全学的に業務運営DXを普及推進

理論に基づく人材育成に注力

三重大学

県内全域（全市町と協定）
を教育研究フィールドと位
置付け、地元企業や自治体
と大学を繋ぐハブ機能とし
て、多様な地域特性を有す
る5つの地域サテライトを
展開

三重県生まれ
三重大学・大学院生物資源学研究科修了
↓

食品会社にて商品開発に従事
↓

三重大学に職員として転職（現職）
学務、人事、リカレント教育、財務調達に従事

三重大学概要と自己紹介01.

大学として、中期計画にAI・RPA活用を
設定及びDX推進計画を策定し、教育・研
究・医療・社会連携・運営のDX化を推進
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• 令和7年3月まで、
リカレント教育のスタッフ
として従事

• 変化の激しい時代に、
社会人の学びの重要性を実感

• デジタルツールだけでなく、
デザイン思考等の理論に基づく
業務改革マインドセットの人材
育成について活動開始

• 組織がこれからの社会に対応するため、
生成AI×社会人の学びに着目

研究をするに至った経緯



生成AIの特徴
これまでのRPA等のようなデジタルツールとは違い、「定型業務の自動化」から「個の能力底上げと全方位支援」へ

常時AI伴走演習
「学びのアクセスを容易化」

心理的ハードルのない環境で、
AIが常時アドバイザーとして
伴走。納得いくまで対話を繰
り返すことで、確実なスキル
定着を促します。

圧倒的な汎用性
「特化」から「全方位」へ

RPA等が苦手とする非定型業
務にも柔軟に対応。企画・翻
訳・要約・コード作成など、
1つのツールであらゆる業務
の質を底上げします。

職員の理解度やスキルに合わせ、
AIが専用の学習プランや解説を
リアルタイムに生成。個々の特
性に応じた最適な成長を支援し

ます。

個別最適な教育
「一律」から「パーソナル」へ

職員の状況に合わせ、AIが専
用の学習体験や解説をリアル
タイムに生成。
個々の特性に応じた最適な成
長を支援します。



背景情報

三重大学の事務DX推進の取組事例

三重大学
業務運営DX作業部会
生成AI活用検証イニシアチブ
（お問い合わせフォーム）

https://www.mie-u.ac.jp/contact/index.html



DX推進人材育成において成長マインドセットを重要視（理論と実務×生成AI）内製

課題抽出・解決のための理論（デザイン思考等）と生成AIを学ぶ座学
簡易演習も交え実践

実務に関する課題抽出の演習
生成AIを用いた議論の方法も実践

課題解決策演習
（デジタルツールファースト・生成AI）
イノベーション・バックキャスト

デザインに関する基礎知識・生成AI
デジタルツールによるプレゼン資料の作成・発表

演習

発表

座学

演習
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業務改革意欲のある者を育成すると同時に、人材発掘の意識をもつ



 Amazonビジネスは本来Webにて購入後、購入内容について財務会計システムへ
入力する必要があった

 Amazonビジネスにある機能とデジタルツールを活用し、電子購買システム化を
内製にて実現

Amazonビジネスの電子購買システム化の概要

各教職員

欲しい商品を
ポチっと購入

RPAにて支払伝票処理
（自動化）

購入詳細データ

予算情報等を
プルダウンで選択

予め作成した
各教員予算マスタ

Amazonの管理者権限
で

フリースペース欄を
予算情報等選択欄に!!

予め設定した
PowerQuery

RPAにて決議書処理
（自動化）

購入詳細データ抽出
（自動化）

学びと挑戦から発展した業務に直結した改革

令和7年度から
生成AIも活用

Amazonビジネスの電子購買システムを内製化 ＝ 教育現場の二度手間を解消

内製



学外への本学の取組発信
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本学内に加え、他機関へも自身が対応してきた
取組を還元したい、シンポジウムを開催展開

組織的な「改革マインド」に触発された職員
による、新たな提案（他機関への還元）に繋
がり、その繋がりが、自身の組織を超えて、
他機関へも波及

73機関 400 名以上の参加（別途、100名 三重大学職員）

89

依頼を受けた機関数



People Innovation Awards
事務局：一般社団法人日本デジタルトランスフォーメーション推進協会

 チャレンジ賞受賞

https://people-
innovation-
awards.jp/winners.
html

生成AIを含め変化が非常に激しい時代に重要



教職協働による推進体制（生成AI活用検証イニシアチブ：GAUTI〔ゴーチ〕）
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新たなアイデアを出しあい、楽しみながら生成AIの活用を検証しています。
この検証を教育・研究・医療・業務等の大学運営に反映させ、大学を更に発展させるとともに、
地域に貢献することを目指します。

✓ 学長のリーダーシップにより、学長補佐（AI 推進担当）を配置
✓ 学長補佐の下で教員・技術職員・事務職員が職種を超えて協働
✓ 全職員が生成 AI と共創することを目指す

学長メッセージ

（学生を含む全構成員が生成AIを保護された状態で利用可能）



生成AI等に関する情報や取組を発信
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https://wps.cc.mie-
u.ac.jp/gauti/



三重大学ではリカレント教育センターを設置しており、三重大学が
もつノウハウを活かし、企業の人材育成や地域社会の発展に貢献す
ることを目的に活動。

これまでのバックオフィス／管理部門業務のDX、理論に基づくDX
人材育成などの知見に加え、バックオフィス／管理部門業務と生成
AIから発展する本研究の成果をリカレント教育センター
へも還元していく。

これまでも他機関からの要請に対して講演等を実施しており、
バックオフィス／管理部門から新たな価値を生み出す取組
に繋がる研究（社会人の学びに着目）をしていきたい。
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